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1939年度大接近期に於ける
　　火星協同槻測結果報告　（III）
遊星面課長　　伊達英太郎
　　　　　　　　　　　　7．火星面一般概況
　今回の，15ケ年に一度しか起らぬ所謂“大接近”は，天丈フアンが待ちに待
ち焦れた現象で，當課としても，手ぐすね引いて待機したのだったが，期待は
多少外れた事を残念乍ら報告しなくてはならない．一と云ふのは，前項にも
記した如く，火星の高度が非常に低かった事と，表面立毛が，前2回の饗衝に
比して，非常に淡かった事で，これが爲，10糎以下の小口経由には，殆んど観
測の蝕地が無かったと云っても良い位の，番狂はせな接近であった．小口経許
りでなく，高度の不足によるシ1イングの不良は，氣流のiしれに敏感な中口径
反射鏡にも，頗る影響し，前述した様に，筆者の26糎は21糎に，倉敷のカルブ
32糎は25糎に，口径を絞って観測した様な結果に絡つた．その爲，15年前の，
かの1924年の大接近に示された故中村要先生の記録に遙に及ぱなV・事に封し，
課長として私は非常に残念に思ってみる．以下に述べる記録も，そのつもりで
會員諸訳の御判讃をお願ひする．
　　　　　　　　　　　　　　8．翼　　　河
　火星忙々に當って，第一に話題とされる蓮河（Cana1）は，今回の油凪には，
火星の赤道が北に傾く爲，火星の南牟球の方が地球へ向く結果となるので，北
牟球に存在する蓮河は，見難いだらうと，天界第217號に豫忙しておいたが，案
の條，否，豫想以上に運河は見難く，ピケリング虚心の太い曲った蓮河を除い
て，ロゥエル學派の細いデリケ1トな運河は，全然と云って良V・位，見られな
かった．それに今一つ，今回の大接近の餌壷として，運河のContrast・Effect
（コントラ冬ト効果）が，倉敷の岡林，京都府立一中の樋上南氏及筆者の3人に
よって屡々観測された事である．
　との運河のコントラスト効果（Contrast　Effect）と云ふのは，例を翠げて示
すと，白紙に畢で濃淡の部分を作り，これを遠方から見ると，この濃淡の重な
る部分がコントラストのため一際濃く線状に見？一るが，これを火星に當てはめ
ると沙漠地方の濃淡の接する部分が線状に見え，これが淡い細V・蓮河に見える
のではなV・か……と云ふ設で，tれは，ロウエル起算の見取り岡には書かれて
みないが，モレスヲ1ス等は確認してみる．故中村要先生も，1924年の封衝に
とれを観測しておられる．
　岡林氏の記録に依ると，“運河の大部分は，このコントラスト効果が見出さ
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れ，コントラスト効果と迄礁†せ弱キ，運河のレ轍1の±dl±・・itの濃度が異るのは，
殆んど決定的と云って良い……”と記されてみる・
　モレスヲ1ス，アントニヤヂ等が聲く，太い濃き運河の斑烈歌分離（斑黙の
蓮鎖）は，渡邊氏と前田氏と筆者の3名により1937年度の封衝に観測したが，
今回の剴衝は：，運河が認め難かったため，明確に見られなかったが，ネペンテ
ス，トス，及びセルベス爾運河に，この傾向が認められた．
　蓮河の色相を稔出する事も，今回の封衝に封ずる宿題の一つだったが・これ
は不威功に絡つた．
　ロウエル學派の主張する，淡し（細い直線的な運河，ピケリング好配の構へる
濃く太く曲った運河，アント＝ヤヂの舞く斑黙連鎖状運河等について・其の各
々主張する論を比較槍回すると，非常に興味魍討論會になるのだが，こsで
は，それが主題でないから，割愛する．要するに，これは，各派の観測方法，
槻測主旨，描法，器械の大小，網膜の感受性等に依る結果である事は，疑ふ宮
地はない．二丁でも，岡林滋樹，渡邊恒夫今回は，比較的細く，前田戦野，木
邊成麿の爾氏及筆者の3名は，比較的太い野牛を書いてみる・
　　　　　　　　　　　第2章　観測結果
　　　　　　　　　　　　第1画（310。～10。）
　　　　　　　　　〔サペウス湾とエリスレウム海附近〕
　この四域で，最も眼につき・叉・小口程にも槻望可能な模様は・『10つの幣
を東西に長く横はつてみる竺≦ウス贋である．特に・この講の西端に位置する
メリデ，アニ峡別名“アリンの巫”）は，火星面の模様屯最もむ農V・ものの一つ
である．このメリヂィアニ濁の三二が・1935年の封衛にはマドロスパイプの如
き形i［kをし，1937年には制然とはしなかったが・2本の爪形に見られ・今回も
中央に子午線の経過の際に，明かに2本目爪形に見てみた・これは，岡林，木
邊，降籏3氏及び筆者の・中口径機を使用したものは全部認めてみるが・12糎
を痩証して驚異的な域績を學げられた二上氏も明らかに2本に認めてみる所を
見ると，相當明瞭に2本の爪形をしてみたものと思はれる．
この刈デ，アニ湾の色相は，醐問を通じて清雄に・黒色襯じた如き
色を呈してみた．因にこのメリディアニ湾は・今迄度k記した如く・其名の示す
通り火星面の三度の二三0。が存在する場所である．
　このサベウス灘の南に・矢張り東西に・美しV・カ1ヴをして横はつてみる燦
様が，バンド1ラ二三で，1935，1937爾年度の封衝には，サペウス湾に次V、で
濃く見えてみたが・今回は・25等級にも殆んど判然と其の形欣が刹らぬ位，淡
くなっており，シ1イングの悪い時には，溜失したものと思ふ位に淡かった，
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　このバンド1ラ海挾の西端に接績してみるマガリチ1フ。ル麟は，1937年度
程濃くはなV・が，10糎口径にも見られた位の濃度である．（Fig．1参照）
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　1
　南へ行って，例のヘラス大陸の西側のヤ才昌ス海峡は，37年度に比して頗る
濃く，大シルチスからズ1ツと高いて南下してみるのが素晴らしい景槻であっ
た．ヤオニス海峡の西方ヘレ’スポントスも，二二明瞭に認められ，槻測に當っ
ては，ヤオニス海峡，へvスポントス，サベウス湾の3本の放射状の海洋部が
見られた．
　二河一前述した如く，Canalは，今回は非常に見難く，1937年度にはサペ
ウス湾の北方，アエリヤ，アラビヤ，エデンの各沙漠地方一帯に，比較的淡い
細い運河が見られたが，今回は，サペウス湾の中央部シゲウス港から北上する
フィソン，エゥフラ！テス，又，メリディヤ1昌濁から同じく北上するヒデケ
ル，ゲホンの各運河を明暗境界線上に認めたのみで，これは特に岡林氏がよく
認められてみる　3ζ，樋上氏も10糎程度の小口径でこれ等の運河をよく鍵かれ
てるるのは，同氏の観測場所“北山荘”のシ1イングの良好な事が伺へる．マ
ガリチ1フニル濁から北東に延びた第一，第二のオクソス蓮河は，相當明瞭で，
中置径の使用者及び樋上氏に総て認められてみる．第ニオクサスの絡瓢に當る
イスメ昌ウス湖は，1937年度御三の中央の少し北方に明瞭に見られたが，今回
はDiskの下端スレスレにやっと認められる位置にしか見られなかったので，
小口径には殆んど無理なObjectであった．降籏氏は，イスメ昌ウス湖を非常
に明瞭に大きく垂V・ておられる．＋400のイスメ＝ウス湖をLimitとして，以
北の模檬は何も見られなかった．（未完）
　（筆者附記）火星面模様の名稻に就いては天界第217號口檜の火星圖を参照さ
れ度い．
